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○○○地点　調査位置図（1/50,000）








総工事費の算出根拠【記載例】

　

（単位：千円）

	積　算　項　目
	金　額
	設備概要
	備考

	1.本工事費
	
	
	

	1)
	土地補償費
	7,100
	
	

	2)
	建物関係
	 45,900
	地上式or半地下式or地下式
	

	3)

	土木関係
	677,000
	
	

	
	①水路
	756,500
	
	

	
	
	a.取水ダム
	63,800
	ﾀﾞﾑ高:4m，ﾀﾞﾑ頂長:20m
	

	
	
	b.取水口
	  5,200
	既設流用or新設
	

	
	
	c.沈砂池
	      0
	
	水槽に含む

	
	
	d.導水路
	      0
	開渠or暗渠　L= 0m
	

	
	
	e.水槽
	 22,000
	
	

	
	
	f.余水路
	    0
	開渠or鉄管　L= 0m
	ペルトン水車で計画のため

	
	
	g.水圧管路
	 16,000
	露出or埋設　L=1,350m、材質
	ﾀﾞｸﾀｲﾙ管820m、鋼管530m

	
	
	h.放水路
	  5,600
	開渠or暗渠　L=14m
	ﾋｭｰﾑ管埋設

	
	
	i.放水口
	      0
	
	放水路に含む


	
	
	j.雑工事
	 27,500
	
	

	
	②貯水池又は調整池
	―
	
	

	
	③機械装置
	100,400
	
	

	
	
	k.基礎
	 28,500
	
	

	
	
	l.諸装置
	 71,900
	
	

	4)
	電気関係
	440,300
	ペルトン水車
	

	5)
	仮設備費
	116,300
	
	

	6)
	総係費
	166,300
	
	

	7)
	（小計）
	1,452,900
	
	

	8)
	建設中利子
	49,400
	
	

	9)
	分担関連費
	43,600
	
	

	10)
	（　計　）
	1,545,900
	
	


※内訳書がある場合は、添付して下さい。

発電電力量の算出根拠【記載例】


１．流量資料

計画地点の流況表は、○○測水所の流況を下に流域比換算して作成した。

	
	最大
	３５日
	豊水量
	平水量
	低水量
	渇水量
	最小

	流量（m3/s）
	2.80
	1.20
	0.32
	0.17
	0.11
	0.08
	0.04
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日　数

流量（m

3

/s）

　　60　　90　　　　　　　　180　　　　　　　　270　　　　　　　　360

0.60


○○地点　流況曲線

　なお、上水道、工業用水道、かんがい用水等の流量資料に関して、上記のように記載できない場合は、発電計画決定の根拠をなる資料を添付して下さい。

２．最大使用水量（Ｑ）

最大使用水量は、60日流量相当（0.60m3/s）とした。

３．最大出力（Ｐ）

最大出力は、合成効率（η）を84％として算出した。

P = 9.8×最大使用水量(Q)×有効落差 (H)×合成効率(η)

= 9.8×0.60×384.4×0.84 ≒ 1,900kW

４．年間発電電力量（Ｅ）

年間発電電力量（Ｅ）は、設備利用率を45%として算定した。

E = 最大出力(P)×8,760h×設備利用率　≒7,489,800kWh

５．建設単価

建設単価は、総工事費と年間発電電力量から下記のとおり算定した。

建設単価 = 1,545,900千円／7,489,800kWh ≒ 206円／kWh

以　上
　　　別紙－３

















概略位置図を添付


（都道府県図等に位置を記載）





○○○地点
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   1,900 kW





     0.6 m3/s
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   384.4 m
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   529.0 m








取水位





   109.6 m








放水位





この地形図は、国土地理院発行の５万分の１


の地形図（○○○○）を使用したものである
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別紙－４-(2)








